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私は児童指導員という仕事をしています。これは発達に課題があ
るお子さんの援助を行う仕事です。他の同僚も、児童発達支援管理
責任者とか保育士とか肩書こそ違え、全員子どものために働いてい
ます。
そんな職員の筆箱の中には当然、子どもの支援のためのものが

入っており、その用途は子どものために使われるために持ち込まれ
ています……というか、そう考えています。
かばんや財布、ロッカーを開けることはありませんが、開きかけ

の筆箱からなら簡単にボールペンをとって使います。学習塾で働い
ていたときには、同僚のデスクを開けて探し物をすることもありま
した。

■ 「公共」の場
■ 「もうそれは仕方ない」
■ 「他の人もそうかな」
■ Aさんにとっての「公共の場
（⊃職場）」はお互いに「あ
きらめて受け入れる」空間

■ 子どものために働く職場
■ 子どものために持ち込まれてい
るもの

■ 他の職員も同じ
■ Bさんにとっての「職場」は私
的なものも「子どものため」に
供されるべき空間

①「私有物への権利」が制約される場としての「職場」
②同じ規範は他者にも共有されているとする理解
③Aさん「仕方なく受け入れる規範」

⟺ Bさん「積極的に守るべき規範」

■ AさんにとってもBさんにとっても、「私物」についての扱い方に安定した「基準」（当事
者にとっての合理的な「理由」）がある

■ それは①「対人関係」の中で形成され、かつ②「自他に共有されるべきものと」理解され、
「逸脱」への情動的な反応を伴う点で「規範」と言える

■ 文化的行為は他者との間に共有された（または共有されるべき）ものとして安定的にその
人に成立している観念（規範）によって情動反応と一体に成り立つ

■ そのような行為が集団的な活動を生み、「文化集団」を実体化するものとなる
■ ただし、AさんとBさんのそれぞれの「規範」は、どちらも孤立していて周囲の定型者と共
有されにくい。

■ そのため周囲と「文化」を共有することがむつかしく、さまざまな葛藤を生む点は「異文
化間葛藤」や「文化的少数者の不適応」現象と同型。

※

■ 「自閉」のひとは、周囲からの「恣意的で不
当な押し付け」に苦しみ、二次障がいに至る
ことが少なくない

■ ズレが強い規範的で情動的な反応としての
「義憤」を呼ぶ

■ そこから他者の関係の回避、あきらめによる
従属、安定した自己の形成困難、怒りからの
自傷・他害などが発生している

■ それらの「原因」へのアプローチが十分なさ
れないまま、「自閉の困った特性」として
「矯正」の対象とされる支援が少なくない

■ そこに悪循環が起こる

悪
循
環

さらに
困難な状態

さらに
否定的な
評価

一層の自己評
価の低下

より重い
二次障がい

9 10

11 12



2024/3/11

2

⇩

■

■ ⟺

■

⇩

■

■

■

■ 発達障がい当事者研究
⇨ 「定型の言葉」で語れない、「当事者の言葉」の模索
⇨ 自閉当事者としての主体性の模索

■ 逆ＳＳＴ
⇨ 定型が自閉当事者の振る舞いの「理由」理解に挑戦
⇨ 自閉当事者の主体性の在り方を定型者が学ぶ

■ 当事者視点からの対話的支援
⇨ 当事者の悩みの共有を図るアプリ Focus on

⇨ 異なる「理由」を生きるもの同士の「折り合い方」を探る

■ 「自閉＝定型」の葛藤は「生き方のズレ」に基盤がある
■ 「生き方」は意味に彩られ，他者との関係を方向付ける文化的規範を含む
■ 規範的振舞いは対人関係調整の機能を持つ情動的反応に支えられる
■ 少数派の「自閉」のふるまいは「定型的規範」からの逸脱と見られやすい
■ その支援は「逸脱」への情動的反応に動機づけられた「矯正」になりやすい
■ 「逸脱の矯正」の視点は「自閉」当事者の意味世界を見失いやすい
■ 当事者の意味世界との対話を経ない「矯正」は結果的に支配的関係に陥る危険
■ また対話的関係を経ない「寄り添い」は結果的に従属的関係に陥る危険
■ それらを回避するには主体間の規範的意味世界間の調整的な支援が重要になる
■ その点で異文化間葛藤と同型的
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